
  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～令和７年度 全国学力・学習状況調査 【学力調査】より～ 

東松山市の子供たちの「強み」と「弱み」 
                 

～埼玉県学力・学習状況調査 質問紙調査より～ 

～学力調査より～

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表の読み取り・活用能力に長けている。 

① 文章を読み、図を活用した意図を考えることができる。 

 

◎棒グラフから、項目間の関係を読み取ることが

できる。 

 

③ 見え方の変化を読み取り、実験器具を操作することができる。 

 

【正答率】 東松山市 79.9%  全国 78.7% 

【正答率】 東松山市 50.1% 全国 45.6% 

◎顕微鏡を操作し、

適切な見え方にする

ための技能が身につ

いている。 

に付いているかどう

かをみる 

【小 国語２(２)】 
→ 引用したり、図表やグラフなどを用いたりして、

自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫する

こと 

 
【正答率】 東松山市 85.3%  全国 81.8% 

【小 理科３(２)】 

→ 観察・実験などに関する技能を身に付

けること。 

◎目的に応じて適切なグラフを選択して出荷量

の増減を判断し、その理由を言葉や数を用い

て記述できる。 

小学生 

強み 

【小 算数１(1)】 
→ 目的に応じてデータを集めて分類整理し、デー

タの特徴や傾向に着目し、問題を解決するため

に適切なグラフを選択して判断し、その結論に

ついて多面的に考察すること。 

 

②グラフから必要な情報を見つけることができる。 



 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記述する力や意図を明確にして話す力に 

課題が見られる 

 

 ①二人の考え方からどちらかを選択し、その考え方をもとに、

式や言葉を用いた面積の求め方を記述する。 

【小 算数２(４)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
②話者の発言の意図を読み取り、選択する。 

【小 国語１３（１）】 

【正答率】東松山市 29.9%  全国 37.0% 

【問題からみる課題点】 

・話し合いの中で、立場を明確に

して意図的に発言することがで

きない。 

・話し合いを詳しくするための発

言例やまとめる発言例など、児

童に例示し、活用できるように

する必要がある。 

・消えてしまう話し合いのやりと

りを、タブレット端末を活用し

て動画撮影し、可視化する必要

がある。 

【問題からみる課題点】 

・分割してできた図形を判別すること。 

・分割してできた図形の求め方に必要な長さを読

み取ること。 

・面積の求め方に数値を代入して表すこと。 

 

【正答の条件】 

  どちらか一人の考え方を選択し、分割して

できたそれぞれの図形の求め方を式や言葉

で表している。 

 

【正答率】東松山市 68.8%  
 全国   71.8% 

小学生 

弱み 
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表現を工夫したり、根拠を説明したり

することに長けている。 

①自分の考えが分かりやすく伝わるように、表現を工夫する。 

 

【正答率】 東松山市 48.4%  全国  45.2% 

【中 国語２(２)】 
→ 相手の反応を踏まえながら、自分の考え

が分かりやすく伝わるように表現を工夫

すること 

 

 

 

◎目的に応じて式を変形したり、その意味を読み取った

りして、事柄が成り立つ理由を説明することができる。 

中学生 

強み 

【中 数学６(３)】 
→次のような思考力・表現力・判断力を身に付けること。 

文字を用いた式を具体的な場面で活用すること。 

②連続する三つの３の倍数の和が、９の倍数になることの説明を完

成させる。 

◎相手の反応を踏まえながら自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫することができる。 

 

【正答率】  
東松山市 81.8%  
全国 77.9% 

 

 

【成果】 
・小学校は例年記述する力が課題となっている

が、中学校３年間の学習を通して、数学におい

ては強みとなっている。 



 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定の解のない、自分の考えを記述

することに課題が見られる。 

 

 

〇「あなたならどのように考えますか」「あなたの考えを書きなさい」

のように問われ、自分の考えを、資料と関係づけて記述する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体から見える成果と課題】 
・小学校の課題である記述式問題において、中学校の数学では概ね全国平均を上回り、

義務教育９年間の成果が見られる。 

 しかし、国語の記述式問題「あなたなら～」のように自身の考えを記述する問題で

は、全国平均を下回っている。国語に限らず様々な教科の授業内で、自分の考えを表

現する場を設定する等、授業改善が必要となる。 

【正答率】東松山市 29.0%  全国 31.0% 

【正答の条件】 

① 【工夫】のいずれか一方と、【感想の一部】の

いずれか一つを選んで、選んだ記号を塗り潰し

ている。 

② 選んだ【工夫】に結び付く【感想の一部】を選

んでいる。 

③ 選んだ【工夫】の内容と【感想の一部】の内容

を適切に取り上げて書いている。 

④ 接続する語句や指示する語句を用いて、選んだ

【工夫】と【感想の一部】とを適切に関係付け

て書いている。 

 

中学生 

弱み 

【中 国語２(４)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題からみる課題点】 

・関係している「工夫」と「感想の一

部」を選ぶこと。 

・選んだ条件と自分の考えを関係づけて

記述すること。 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

～令和７年度 全国学力・学習状況調査 【質問紙調査】より～ 

東松山市の子供たちの「強み」と「弱み」 
 

（強み）学びに向かう姿勢が身に付いている。 

①課題解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいる。 

→ 自分の考えをもつために、自分から取り組む児童生徒が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

②他者と協働して、学びを深めている児童生徒が多い。 

→ 他者と話し合う活動から、多様な考え方に触れて学びを深めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の中で、課題に向けて自分から取り組み、他者と協働して学ぶことで、

より理解を深めている。小・中学校ともに全国平均を上回っており、学びに

向かう姿勢が身に付いている。今後も、自分の考えをもち、他者と協働して

学ぶ場を継続的に設定していく必要がある。 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

（弱み）自分のよさも、人との違いもよさとして認める 

 

① 小学校では「自分にはよいところがある」と思う割合が低い 
→全国と市の割合を比較すると、小学校６年生の自己肯定感が低く、中学校３年生

では全国の割合を超えている。他者と比較して自己を捉えなおす発達段階にある

小学６年生の時期に自己肯定感を高め、中学校に接続することが課題となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「自分と違う意見について考えるのは楽しい」という思える児   

童生徒が少ない。 
→小学校６年生は意識が低く、中学校３年生は全国と同等の値となっている。 

小学校段階で認め合いや学び合いの意識をさらに高め、違いから新たに学ぶ価値

観をはぐくむことが必要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の課題】・学級活動や道徳教育の充実による心の育成 

・お互いに認め合い、協働的に学ぶ授業の充実 

 


